
日本学生支援機構
予約奨学金説明会

２０２２年５月２日（月）９日（月）実施



奨学金説明会の配付物

◼奨学金説明会レジュメ

◼スカラネット入力用プリント

（レジュメの裏面）

◼日本学生支援機構の大封筒

◼レポート用紙「学修意欲の確認」

◼「国の教育ローン」チラシ
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大封筒の中身
次の５点が入っているか確認
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①早わかりガイド
②③給付／貸与奨学金案内

→必要な所を読んで理解しよう
④申込みのてびき【重要】

→具体的な申込み方法がわかる
→「様式集」がはさみ込んである
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⑤マイナンバー提出書のセット【重要】
→スカラネット用の個別のＩＤと
パスワードが封入してあるため
のり付けしてある（自宅で開封）

→マイナンバーを郵送するための
書類と専用封筒が入っている



１．奨学金の概要
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奨学金の概要【種類】
早わかりガイド P.2より
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◼ 給付型→ 返還不要
◼ 貸与型→ 返還が必要
(第一種:利子なし 第二種:利子あり)



奨学金の概要【申込み手続き】
早わかりガイド P.3より
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申込み手続き
①学校から関係書類を受け取る(5/2～)
②インターネットで申し込む
（スカラネット入力：5/27〆切）
③マイナンバーを簡易書留で郵送

(スカラネット入力後１週間以内)
④申込書類を学校に提出（速やかに）



奨学金の概要（つづき）
早わかりガイド P.3より
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⑤学校に「採用候補者決定通知」が
届く（スカラネットでも確認可）

＝＝＝＝進学先に入学後＝＝＝＝
⑥進学先に「採用候補者決定通知」
を提出

⑦スカラネットで「進学届」提出



２．給付奨学金
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給付奨学金の申込資格
給付奨学金案内 P.3より
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2023年3月新卒者 or 卒業後2年以内の者



給付奨学金の選考基準【学力基準】
給付奨学金案内 P.3より
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◼ 学力基準と家計基準の両方を満たす
必要あり

◼ 学力基準は①評定平均３.５以上 or
②進学先での学修意欲を有すること

◼ 評定平均３.５未満の者はレポート
の提出により学修意欲を判断する
→レポートは担任を通じて進路へ



給付奨学金の選考基準【家計基準】
給付奨学金案内 P.4より
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家計基準は収入基準と資産基準の両方



収入基準に該当するか調べる
給付奨学金案内 P.4より
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給付奨学金の支給金額
給付奨学金案内 P.7より

15※生計維持者の収入や通学の区分、国公立か私立か等で、金額が異なる



入学金・授業料の減免について
給付奨学金案内 P.13より

◼給付奨学金の支給対象の学生は、入学金・
授業料の減免も同時に受けられる

◼減免の手続きは、進学先の学校での申込み
が必要

◼進学先の学校が家計基準や学業成績の基準
に関する判定を行う（適格認定という）

◼判定の結果、支援が打ち切られることあり。
毎年２回、継続手続きが必要
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３．貸与奨学金
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貸与奨学金のポイント
貸与奨学金案内 P.1より

◼貸与奨学金は「あなた自身が借りる」もの
→将来あなたが返還していく義務あり

◼借り過ぎに注意→学費として本当に必要な
金額だけ借りる

◼返還が困難になった場合、返還期間の延長
や返還期間の先延ばし制度がある

◼振込みは進学後に始まる→進学前に納入が
必要な入学金には使えない
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貸与奨学金の種類
貸与奨学金案内 P.2より
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第一種:利子なし
第二種:利子あり
入学時特別増額貸与:利子あり→初回
の振込み時に１回限り



貸与奨学金の利用組み合わせ
貸与奨学金案内 P.2より

① 第一種と第二種は併用可能（ただし
返還が大変。利用は慎重に）

② 貸与奨学金と給付奨学金の併用可能
（第一種の貸与金額制限あり）

③ 入学時特別増額貸与は単独利用不可

④ JASSO奨学金と民間の奨学金が併用
可能かどうかは、当該団体に要確認
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貸与金額【第一種】
貸与奨学金案内 P.4より

21

◼ 大学かその他の学校か／国公立か私立か／自宅か
自宅外通学かで、借りられる月額が異なる

◼ 生計維持者の収入が一定額以上の場合、最高月額
は選択不可



貸与金額【第二種・入学時特別増額貸与】
貸与奨学金案内 P.4より
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◼ 第二種は借りる金額を選べる（2万～12万）

◼ 私立大の医・歯・薬・獣医学部は、12万＋
増額可（2万～4万円）

◼ 入学時特別増額貸与は、借りる額を10万～
50万から選べる（10万円単位で）



貸与奨学金の申込資格と選考基準
貸与奨学金案内 P.6～7より

◼申込資格は給付奨学金と同じ→p.6

◼選考基準は学力基準と家計基準の両方

◼学力基準は次のとおり→p.7

第一種：評定平均３.５以上

第二種：学習成績が平均水準以上

→千里生は全員が当てはまる

◼家計基準は世帯人数により異なる→p.7
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貸与奨学金の保証制度の選択
貸与奨学金案内 P.11～12より

◼機関保証と人的保障のいずれかを選ぶ

◼機関保証とは：p.27も参照

保証料を支払って機関に連帯保証して

もらう→連帯保証人を依頼できない場合

◼人的保証とは：

連帯保証人（原則、父母）と

保証人（原則、おじ・おば等）を選任
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貸与奨学金の保証制度つづき
貸与奨学金案内 P.11～12より

◼保証制度とは、あなたが奨学金の返還を
延滞した時などに代わりに返還義務を負う
ため設けられている

◼保証料を支払っていれば「奨学金を返還
しなくていい」わけではない

◼連帯保証人・保証人は進学時に選任する

◼連帯保証人・保証人になれる人の条件を
P.12の表で確認しておくこと
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貸与奨学金の返還方法の選択
貸与奨学金案内 P.14より

◼第一種は「所得連動返還方式」か「定額
返還方式」のいずれかを選ぶ

◼第二種と入学時特別増額貸与は「定額返
還方式」のみ

◼P.26の「返還例」などを参考に検討する

◼奨学金の貸与終了（卒業）の翌月から数
えて７か月目から返還開始→P.20

◼いつでも繰上返還できる→P.14
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国の教育ローンについて
貸与奨学金案内 P.21より

◼入学時特別増額貸与奨学金は、「国の
教育ローン」を申込み、低所得が理由で
利用できなかった場合に貸与される

◼高校から渡される「採用候補者決定通
知」を確認し、「国の教育ローンの申込
み不要」の場合も貸与される

◼「採用候補者決定通知」に「国の教育
ローンの申込み必要」なら手続きを
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国の教育ローンつづき
「国の教育ローン」チラシより

◼借り主は保護者

◼融資額上限350万円、特例で450万円まで

◼国内だけでなく外国の大学にも使える

◼入学金や授業料、自宅外通学の住居費など、
使いみちの範囲が非常に広い

◼申込みは１年中いつでも可能

◼国の教育ローンに申込んで採用された場合、
JASSOの入学時特別増額貸与は利用不可
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労働金庫（ろうきん）のつなぎ融資
貸与奨学金案内 P.22より

◼JASSO奨学金はすべて入学後の振込みの
ため、入学前の納入金には使えない

◼JASSOの入学時特別増額貸与奨学金の採
用候補者になった者は、労働金庫（ろう
きん）の「入学時必要資金融資」（通
称：つなぎ融資）に申込める

◼借り主はあなた（合格が決定した人）

◼進学後、JASSOの入学時特別増額貸与奨
学金で一括返済する
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４．ﾏｲﾅﾝﾊﾞｰ提出書類
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マイナンバー提出書類
「マイナンバー提出書のセット」より
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←おもて面
うら面↓



マイナンバー提出書類
「マイナンバー提出書のセット」より
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①奨学金の申込者本人と

生計維持者２名(原則、父母)の

マイナンバーが必要

② 「提出書」おもて面に署名など記入し、

うら面に書類を貼り付ける

③ スカラネット入力後に、必ず簡易書留で、
１週間以内にJASSOへ専用封筒で郵送



マイナンバー提出書類の注意
説明資料「マイナンバー（個人番号）の提出方法」

① マイナンバーカード 見本→

（写真付き）を持っている

場合：うら面とおもて面のコピーを貼る

（カードサイズに切ること）

②マイナンバーカードを持っていない場合：

番号確認書類（個人番号記載の住民票など）

身元確認書類（写真付き学生証など）が必要
33



マイナンバー提出書類の注意つづき
説明資料「マイナンバー（個人番号）の提出方法」

③マイナンバー通知カード見本→

は記載住所氏名等に変更が

あった場合、使えません！

④申込者本人の身元確認書類としては

千里の生徒証（写真付き）がベストです

⑤身元確認書類は写真付きのものなら１点、

写真なしの場合２点必要
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マイナンバー提出書類の注意つづき
説明資料「マイナンバー（個人番号）の提出方法」

⑥ 生計維持者の番号確認書類は、マイナン
バーカードのうら面コピー、個人番号記
載の住民票写し（コピーまたは原本）、
通知カードコピー等いずれか１点が必要

⑦ カードサイズ以外の書類は、貼り付けず
Ａ４サイズの紙にコピーして同封

⑧ マイナンバー提出書類に関して、学校は
一切関与できない（自己責任で準備）
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５．申込みのてびき
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申込みの流れ
申込みのてびき P.2より

①手続きの期限や、スカラネットのＩＤや
パスワードを確認・メモ →P.3

②申込内容を「てびき」に記入 →P.4～12

③必要書類を用意→提出書類一覧 P.13～22
を参照

④スカラネット入力 →P.23～26

⑤学校に提出書類を提出 →P.27～28

「てびき」にはさみ込みの様式集を使用
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申込みの準備【期限、IDなど】
申込みのてびき P.3より

◼説明会で配付した「スカラネット入
力用のプリント」を見て、「てびき」
P.3太枠内を記入しなさい

◼スカラネット入力期限：５月２７日

◼学校へ提出する書類：スカラネット
入力後速やかに、担任を通じて進路へ
提出する
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申込みの準備【期限、IDつづき】
申込みのてびき P.3より

◼説明会で配付した「スカラネット入力
用のプリント」を見て「学校から配付
される識別番号」のユーザＩＤとパス
ワードを転記する

◼「マイナンバー提出書」記載のＩＤ・
パスワード：水色封筒を自宅で開封し、
必ず転記する（ｽｶﾗﾈｯﾄ入力時必要）
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申込みの準備【あなた自身の情報】
申込みのてびき P.4～5より

◼P.4「氏名・生年月日」「国籍」は自分
で埋めておく

◼P.5「あなたの性別・連絡先」はJASSO
からの連絡に使用

◼P.5「あなたの在籍校」は次の通り記入

課程：全日制 学科：その他

◼P.5「JASSO奨学金の利用経験」は全員

「いいえ（ない）」を選択
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申込みの準備【希望する奨学金】など
申込みのてびき P.6～12より

◼P.6「希望する奨学金の種類」は、保護者
と相談して埋めること

◼P.7～8「世帯の状況」は、あなたと家族
の状況を記入し、必要に応じて証明書類を
準備する

◼P.9「生計維持者の情報」は特に正確に！
→p.11「よくある質問」も参照

◼P.10～12「収入・資産の申告」「家族の
特記情報」は貸与型希望者のみ記入
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必要書類準備【必要書類一覧】
申込みのてびき P.13～22より

◼希望する奨学金の種類によって必要書類
は異なるので、よく読むこと

◼P.13の「記号Ａ～Ｖ」までの提出書類に
ついて、「全員」とあるものは必ず準備。
その他は申込む奨学金の種類によって必要
なものを準備する

◼P.19「マイナンバーを提出できない場
合」P.20「生計維持者が海外居住の場合」
は、必要に応じて証明書類が必要
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スカラネット入力【入力・送信の流れ】
申込みのてびき P.23～27より

◼p.23に載っているQRコードやURLを使い、
「てびき」p.4～12に自分が記入した内容
をスカラネットから入力する

◼自宅PCまたはタブレット、Chromebook等
を利用し、自分で入力する

◼入力画面は、１画面30分の制限時間あり

◼スカラネットへのログインは、p.3に記入
した2組のＩＤ・パスワードを使用
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スカラネット入力【受付番号の確認・メモ】
申込みのてびき P.25～27より

◼正常に送信が完了すると、画面上に「受

付番号」が表示される→必ずp.25に記入

◼入力途中で一時保存できる

◼入力内容の訂正は、「受付番号」発行後

５日以内ならすべての項目で可能

◼スカラネット入力後１週間以内に、マイ

ナンバー提出書類をJASSOに郵送
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書類の提出【マイナンバー／それ以外】
申込みのてびき P.28より

◼マイナンバー提出書類は水色封筒に入れ、
簡易書留で郵送（郵便局の窓口に行く）

◼マイナンバー以外の提出書類は、「様式
集」P.１を表紙にして、必要な書類ととも
にホチキス留めし、速やかに学校へ提出

◼学校へ提出する書類は、記入例をよく見て
作成し、担任を通じて進路へ提出

◼サインは本人、保護者が別の筆跡で自筆
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書類の提出【申込後の確認】
申込みのてびき P.29～30より

◼学校に提出する書類のうち、「学修意欲の
確認」レポート用紙はホチキス留め不要

◼マイナンバー提出書類に不備があると、
JASSOから申込者へ直接連絡がある

◼提出書類に不備があると審査が遅れたり、
照会に回答しないままだと不採用になる

◼選考結果の通知は学校に届くが、スカラ
ネットでも確認可能
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